
学年
がくねん

集会
しゅうかい

での「天秤
てんびん

」の話
はなし

を覚えて
おぼ

いますか？みなさんは、きちんと反対側
はんたいがわ

に「頑張る
がんば

べきも

の」を置く
お

ことができているでしょうか… 

 

あなたの頭
あたま

の中
なか

にいつも“天秤
てんびん

”を用意
ようい

することです。 

天秤
てんびん

の片方
かたほう

の皿
さら

の上
うえ

には、あなたの手
て

に入れたい
い

ものを載せます
の

。そして、それと釣り合う
つりあう

もの

を、釣り合う
つりあう

量
りょう

だけ、もう片方
かたほう

の皿
さら

の上
うえ

に載せた
の

ときに、あなたの欲しい
ほ

ものが手
て

に入る
はい

のです。 

 

例
れい

を挙げて
あ

みましょう。 

「チームで一番
いちばん

野球
やきゅう

がうまくなりたい」と考えて
かんが

いる少年
しょうねん

がいます。もちろんこれは、『
「

物々
ぶつぶつ

交換
こうかん

』
」

では手
て

に入れる
い

ことのできないものです。では、もう片方
かたほう

の皿
さら

の上
うえ

に何
なに

をどれだけ

載せれば
の

、この思い
おも

を実現
じつげん

することができるのでしょうか。 

  

そう、誰
だれ

でもわかるはずです。“同じ
おな

チームの誰
だれ

よりも、意味
いみ

ある練習
れんしゅう

をたくさんする”という

ものを載せれば
の

釣り合う
つりあう

でしょう。もし、この少年
しょうねん

が「日本
にほん

で一番
いちばん

野球
やきゅう

がうまくなりたい」という

目標
もくひょう

に変えたら
か

、もう片方
かたほう

の皿
さら

に何
なに

をどれだけ載
の

せなければならないか、答え
こた

が変わって
か

くること

もよくわかると思います
おも

。 

天秤
てんびん

の反対側
はんたいがわ

に何
なに

をどれだけ載せれば
の

それを手
て

に入れられる
い

のかということは、誰
だれ

もが考えれば
かんが

わかることです。だからこそ、それを考えて
かんが

、反対
はんたい

の皿
さら

に必要
ひつよう

なものを必要
ひつよう

なだけ載せて
の

、自分
じぶん

の

欲しい
ほ

ものを手
て

に入れて
い

きた成功者
せいこうしゃ

たちにとっては、それらが手
て

に入る
はい

ことは”当然
とうぜん

”の結果
けっか

なの

です。 

 

一方
いっぽう

で、人生
じんせい

は思い
おも

どおりにいかないと悩んで
なや

いる人
ひと

の多く
おお

は、“○○高校
こうこう

に合格
ごうかく

したい”とい

う目標
もくひょう

を天秤
てんびん

の片方
かたほう

の皿
さら

に載せた
の

ときに、もう片方
かたほう

の皿
さら

に“お賽銭
おさいせん

１００円”を置こう
お

としていま

す。これでは釣り合いません
つりあいません

。少ない
すく

という意味
いみ

ではないですよ。置く
お

ものを間違えて
まちが

います。 

 

あなたはこの話
はなし

を笑う
わら

かもしれませんが、誰
だれ

もが頭
あたま

の中
なか

に天秤
てんびん

を用意
ようい

して考えて
かんが

みると、こう

いう異質
いしつ

なものを置こう
お

としているという反省
はんせい

があるはずです。 

 もちろんこの場合
ばあい

は、反対
はんたい

の皿
さら

に“勉強
べんきょう

する”という努力
どりょく

を載せる
の

必要
ひつよう

があります。そして

問題
もんだい

なのはその量
りょう

です。足りなければ
た

釣り合いません
つ り あ い ま せ ん

。釣り合わない
つ り あ わ な い

ということは手
て

に入らない
は い ら な い

の

が当然
とうぜん

なのです。 

 これが”当然
とうぜん

”のはずですが、多く
おお

の場合
ばあい

、人々
ひとびと

は片方
かたほう

の皿
さら

の上
うえ

に載せる
の

努力
どりょく

が足りず
た

に

欲しい
ほ

ものが手
て

に入らなかった
はい

ことを「人生
じんせい

は思い
お も

どおりにいかない」と言う
い

のです。 

 

そして、私
わたし

の考える
かんが

『本当
ほんとう

のピンチ』の基準
きじゅん

はここです。 

つまり、自分
じぶん

が手
て

に入れたい
い

ものに対して
たい

、反対
はんたい

の皿
さら

に載せて
の

いるものが違って
ちが

いたり、足りて
た

いなかったりするにもかかわらず、それが手
て

に入って
はい

しまうことが、人生
じんせい

の中
なか

では何度
なんど

かある。そ

れこそが『本当
ほんとう

のピンチ』なんです。 

 

そういうことが一度
いちど

あると、その後
そのご

も人生
じんせい

においてそれを期待
きたい

することになるかもしれません。

近い
ちかい

将来
しょうらい

必ず
かなら

、「あのときうまくいってしまったばっかりに……」なんて後悔
こうかい

することになるので

す。 

 

今
いま

のあなたは、天秤
てんびん

の釣り合い
つりあい

なんてとれてなくてもいい、ラッキーでも何
なん

でもいいから、テス

トで良い
よ

成績
せいせき

がもらえるほうが幸せ
しあわ

だと考えているかもしれませんが、二十年後
にじゅうねんご

のあなたもそう

考えて
かんが

いるでしょうか？ 

成功
せいこう

の人生
じんせい

を送る
おく

人
ひと

にとっては、起こる
お

出来事
できごと

にラッキーとアンラッキーの区別
くべつ

はありません。

どんな出来事
できごと

も自ら
みずか

を成長
せいちょう

させる要素
ようそ

に変えて
か

、たとえどれほど不運
ふうん

に見舞われた
みま

としても、その

経験
けいけん

がなければ手
て

に入れることができないような成功
せいこう

を実現
じつげん

しようとします。そして普通
ふつう

の人
ひと

が、

ついてない出来事
できごと

や失敗
しっぱい

として片づけて
かた

しまうことを、自ら
みずか

の成功
せいこう

のために必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

な“材料
ざいりょう

”

にまで変えて
か え て

しまうのです。 

  

あなたにもその力
ちから

があります。 

失敗
しっぱい

という経験
けいけん

があったからこそ、身
み

につけられる精神的
せいしんてき

強さ
つ よ さ

。そこから立ち上がり
た ち あ が り

、新しく
あたらしく

起こした
お こ し た

行動
こうどう

によって得られる
え

出会い
であい

。その後
そ の ご

、別
べつ

の道に進んだ
すす

からこそ得られる
え

成功
せいこう

。そして

発見
はっけん

する自分
じ ぶ ん

らしい生き方
い き か た

。それらすべてを経験
けいけん

した二十年後
にじゅうねんご

のあなたは、今日
き ょ う

の経験
けいけん

をどう

振り返る
ふ り か え る

でしょうか。 

 

「あのとき、後悔
こうかい

したことがあったからこそ今日
きょう

の成功
せいこう

がある。そう思う
おも

と、あの経験
けいけん

に感謝
かんしゃ

し

なきやいけないなあ」 
」 

こう思う
おも

ことでしょう。 

 その成功
せいこう

を実現
じつげん

できるのは、あなたしかいません。 大丈夫
だいじょうぶ

、あなたにはできます。 
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